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報告内容
• 研究背景・経緯

• 研究の概要
• デジタル庁「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」の概要
• 厚生労働省「デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理のあり方に関

する検討会」の概要
• 研究結果の概要

• 空気環境
• 水環境
• 清掃
• ねずみ・害虫等
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厚労科研「デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理
基準の達成等に向けた検証研究」

• 目的
建築物衛生管理へのデジタル技術の活用の可能性の検証

• 概要
建築物衛生法が求める各種項目において、
• デジタル技術の活用でその目的の達成が見込まれる技術、機器、ソフト

ウェア等の抽出
• 手動で行われた結果との比較検証等の実施
• 適切な維持管理方法の探索とその際の判断基準や留意点の明確化
を行う
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厚労科研「デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理
基準の達成等に向けた検証研究」

協力：鎌倉良太・杉山順一（日本建築衛生管理教育センター）
下平智子（全国ビルメンテナンス協会）
正田浩三（東京美装興業株式会社）
杖先寿里（建築物管理訓練センター）
栢森聡（株式会社ウィズらぼ）
茂手木眞司（日本ペストコントロール協会） 
谷川力（日本ペストコントロール協会、イカリ消毒株式会社）
木村悟朗（イカリ消毒株式会社）
芝生圭吾（鵬図商事株式会社）
橋本知幸（日本環境衛生センター）
藤木広幸・難波信二・佐藤昭仁・高橋ジョージ（全国管洗浄協会 ）
堀井清志・平隆道（全国建築物飲料水管理協会）
森郁恵（産業技術総合研究所）
平敷勇（三菱電機先端技術総合研究所）
杉田洋・杉田宗（広島工業大学）

• 研究組織
代表：阪東美智子（国立保健医療科学院）
分担：開原典子（国立保健医療科学院）

三好太郎（国土技術政策総合研究所）
林基哉（北海道大学）
柳宇（工学院大学）
鍵直樹（東京科学大学）
尾方壮行（東京都立大学）
大塚雅之（関東学院大学）
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R5-R7 デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理基準の
達成等に向けた検証研究

R4-R5 IoT を活用した建築物衛生管理手法の検証
のための研究（研究代表者：金勲）

R4-R6 中規模建築物所有者等による自主的な維持管理手法の検証のための研究
（研究代表者：本間義規）

• 特定建築物対象
• 建築物衛生管理項目（主に

空気環境・水質検査）にお
けるIoT技術活用の可能性
の検証と適切な維持管理手
法の確立

《連携・協力》

【目的】
• 特定建築物対象
• 建築物衛生管理項目

（主にネズミ等の防
除・清掃等）におけ
るデジタル技術活用
の可能性の検証と適
切な維持管理手法の
提案

部会① 環境衛生管理の実態と課題の把握
（R5-R6 開原、尾方、阪東）

部会② デジタル技術のシーズの把握
（R5-R6 林、開原、尾方、森）

部会③ 空気環境・粉じんの調整
（R5-R7 鍵、柳、尾方）

部会④ ネズミ・衛生害虫の防除
（R5-R7 阪東、谷川、橋本、芝生、木村）

部会⑤ 清掃
 （R5-R7 阪東、正田、杉田洋、杉田宗、杖先、栢森）

部会⑦ 建築物環境衛生管理基準の改正案の提案
（R6-R7 全員）

【成果物】
• 活用可能なデジタル

技術、機器、ソフト
ウェア等を整理した
資料

• 手動と比較した精度
や留意点等に関する
資料

• 建築物環境衛生管理
基準の改正案とその
根拠となるエビデン
スを収集した資料

デジタル化技術の特性および適用課題の検討 ・日本建築衛生管理教育センター
・日本ペストコントロール協会
・全国ビルメンテナンス協会
・全国建築物飲料水管理協会
・全国管洗浄協会

《協力》

• 中規模建築物対象
• 所有者等が自ら管理できる

IoTと親和性の高い簡易評価
システムの構築

部会⑥ 飲料水、雑用水・排水の管理
（R5-R7 三好、大塚）

＜令和5年度＞ ＜令和6年度＞ ＜令和7年度＞

デジタル技術を活用した建築物環境
衛生管理のあり方に関する検討会

法令等改正手続き

R6-R7 IoT、AI 等の最新技術を活用した建築物衛生管理
手法の検証のための研究（研究代表者：金勲）



デジタル化検討の背景
• デジタル技術の進展
• 建築設備におけるICT・IoTの活用
• ビル管理業務等における人材不足、高齢化、外国人人材の増加
• 働き方改革、業務の効率化・省力化
• デジタル臨時行政調査会によるデジタル原則に照らした規制の

見直し
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（出典）デジタル庁、令和5年度「デジタル社会の実現に向けた重点計画」



デジタル原則の点検の方向性

（出典）デジタル臨時行政調査会「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」



代表的なアナログ規制である7項目

（出典）デジタル臨時行政調査会「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」



（出典）デジタル臨時行政調査会「（別紙）デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」



（出典）デジタル臨時行政調査会「（別紙）デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」



（出典）デジタル臨時行政調査会「（別紙）デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン」
詳細は、テクノロジーマップポータルサイト：https://www.regtech.digital.go.jp/ を参照

https://www.regtech.digital.go.jp/


デジタル技術を活用した建築物環境衛生
管理のあり方に関する検討会
１ 趣旨・目的 

「デジタル原則に照らした規制の一括見直しプラン（令和４年６月３日デジタル臨時行政調査 会）」に基づ
き、７項目のアナログ規制に関する見直しに向けた工程表が令和４年 12 月 16 日に 「デジタル原則を踏ま
えたアナログ規制の見直しに係る工程表」として公表されたところである。 このうち、建築物における衛生
的環境の確保に関する法律（昭和 45 年法律第 20 号）及び下 位政省令（以下「建築物衛生法令」とい
う。）に関しては、建築物環境衛生管理基準等の維持管 理のために設けられている定期検査・点検等がデジ
タル技術による規制の見直し対象としてあげ られている。また、建築物衛生法令に基づき制定された厚生労
働大臣告示及び行政通達に関し ても、同趣旨の見直しが求められている。 これらの状況を踏まえ、学識経験
者等で構成される検討会を開催し、適切な建築物衛生管理 に必要な事項について検討を行う。 

２ 検討事項 
（１）建築物環境衛生管理基準の維持管理のために設けられている定期検査・点検等に関するデ ジタル技術
を活用した見直しについて 
（２）建築物衛生法令に基づく厚生労働大臣告示及び行政通達で規定されている定期検査・点 検等に関する
デジタル技術を活用した見直しについて
（３）その他適切な建築物衛生管理に必要な事項について



（出典）第１回デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理のあり方に関する検討会（R5.8.8）
資料２「建築物衛生関係法令等におけるデジタル原則を踏まえたアナログ規制の見直し対象（定期点検・検査関係）について」



（出典）第１回デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理のあり方に関する検討会（R5.8.8）
資料２「建築物衛生関係法令等におけるデジタル原則を踏まえたアナログ規制の見直し対象（定期点検・検査関係）について」



（出典）デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理のあり方に関する検討会（R6.6.28）
「中間とりまとめ（概要）」



（出典）デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理のあり方に関する検討会（R6.6.28）
「中間とりまとめ（概要）」



空気環境：デジタル技術の建築物衛⽣管理への適⽤可能性
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• CO2測定器のドリフト要因の検討
• ⾃動校正
• 連続通電・間⽋運転影響
• 校正（ゼロ，スパン）

• PM2.5測定機器の校正⽅法の検討
• 現状の浮遊粉じんに準じた（同等）⼿法
• ⼤気環境基準を参考に，相対濃度計

• 空気環境測定に関する規定：温度，相対湿度，（CO）
• 気流に課題あり



空気環境：建築物環境衛⽣管理基準に対する提案
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• デジタル化技術の適⽤
• 建築物衛⽣法空気環境項⽬は⼀部のみ可能性
• CO2については，校正に課題あり

• 粉じん濃度について
• 厳密にはSPMには濃度計はない（PM2.5に移⾏）
• 認定された濃度計を使⽤する必要がある

• 新たな監視項⽬の提案
• PM2.5濃度：測定機器，分級，精度，校正⽅法の課題
• 浮遊微⽣物：AIJ維持管理規準値，センサーは今後の課題
• その他：⼤気汚染物質，VOC（TVOC）

• デジタル化技術の今後
• 基準値との照合は困難
• 建物・設備の管理に活⽤
• 空気質の表現のあり⽅を検討



空気環境：CO2センサのトラブル事例
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• 駐車場の排気ガスにより基盤が腐食し、故障した。
• 還気ダクト内の空気を測定するCO2センサの内部で結露し、故障した。
• 臨海部のオフィスビル環境にて、実測値660ppmに対して、表示値が1,530ppm

となった事例が確認された。設置してから1年以内に、全取り付け台数98台のう
ち、71台で計測精度以上の誤差が確認された。ゼロガス校正を行い対応した。使
用環境の室内空気汚染度が高かった可能性が要因として考えられた。

• 駐車場系統で、給排気ファンを停止して運用された環境において、CO2濃度表示
値が実際よりも約300ppm低かった。

• 映画館内において、CO2濃度表示値が実際よりも約200ppm以上低かった。人が
いない状態でも常にCO2濃度が600ppm以上となっており、自動補正機能によっ
て不適切な補正が行われたことが原因である。



水環境：水中清掃ロボットの例
No. 名称 メーカー 自動/手動 適用先 給電方式 備考
1 水中底面掃除ロボット CUV-40 広和株式会社 手動(有線遠隔操作) 配水池など 有線ケーブル

(AC 100 V)
有資格者が操作

2 クリア Ａ-1型 株式会社アークエ
ンジニアリング

手動(有線遠隔操作) 配水池など 有線ケーブル
(AC 100 V)

有資格者が操作

3 "ドルフィン バイオスター(バ
キューム式対応型)、ドルフィン 
ジャイロ DX(低水深プール対応
型)、ドルフィン マクロ LED(壁
面清掃特化型)

株式会社ジェイ・
シー・イー・オー
バーシーズ

自動/手動(無線遠隔
操作)

流水地、養殖水槽、
排水処理施設の貯
水槽など

有線ケーブル
(AC 100 V)

自動起動制御装置
搭載
壁面清掃も可能

4 水中調査清掃ロボット 水中エ
ニー

トピー工業株式会
社

手動(有線遠隔操作) 配水池など 有線ケーブル
(AC 100 V)

有資格者が操作

5 水中清掃ロボットThe Bull、
Mini Bull

千代田商事株式会
社

手動(無線遠隔操作) 土砂が堆積した水
中部分、暗渠水路
内、水中構造物内

記載なし

6 水中ドローン アクアブルーH01 中里建設株式会社 手動(無線遠隔操作) 配水池、浄水池を
はじめ、開口60cm
以上あるほとんど
の施設

有線ケーブル 点検用の機材(清
掃機能なし)
複数のセンサー、
カメラ等を搭載

7 貯水槽清掃ロボット 株式会社 興和 手動(無線遠隔操作) 配水池など 有線ケーブル 発電機でも起動可



水環境：設備点検技術の例
No. 名称 メーカー 手動/自動 適用先 備考
1 床下・設備点検ロボット

エニーライト
トビー工業株式会
社

手動遠隔操作
(有線/無線)

瓦礫などの不整地、床下や設
備内部など

2 プラント自動巡回点検防爆ロボット
EX ROVR "ASCENT"

三菱重工 自動(巡回ス
ケジュールに
従う)

主に可燃性ガスがある危険場
（Zone1）、石油プラント

可視カメラ、熱画像カメラ、ガス検知
器、マイク等を搭載

3 超狭小空間点検ドローン IBIS2 株式会社
Liberaware（リ
ベラウェア）

手動遠隔操作
(無線)

下水道、煙突内部、ボイラー、
蒸留塔内部など

狭小空間への進入が可能
電波が届かない場所への対応技術あり
最大飛行時間は11分

4 点検・測量ドローン 
ELIOS 3

ブルーイノベー
ション株式会社

手動遠隔操作
(無線)

プラント施設、インフラ施設、
工場、船舶のドックなど

4Kカメラ、サーマルカメラ、距離セン
サーを搭載、暗闇の中でも人による目
視点検と同等の検知が可能

5 アミューズワンセルフ社製
「GLOW.H（グロウ.エイチ）」
「GLOW.L（グロウ.エル）」

ソフトバンク株式
会社

手動遠隔操作
(無線)

マンションや商業ビル、高所
ビル、森林(現況点検)、鉄塔
や煙突、架橋など

導入前のサポートからドローン機器の
手配、飛行の申請、取得したデータの
AI自動分析やレポート管理を受託

6 プラント点検用ドローン Rangle 5 ドローンスポーツ
株式会社

手動遠隔操作
(無線)

プラント、工場など 点検に必要な機能を厳選して搭載(低コ
スト化)
熟練技術者による現場点検、現場管理、
報告書作成の受託も可能

7 壁面走行ロボットによる外壁点検シ
ステム

髙松建設株式会社、
青木あすなろ建設
株式会社、非破壊
検査株式会社

有線で運用 ビルなどの建築物 壁面を走行し、タイルの劣化、損傷を
検知
カメラユニットと打診システムを搭載

8 インフラ用狭小空間点検ロボット
moogle evo（モーグルエヴォ）

大和ハウス工業株
式会社

手動遠隔操作
(無線)

住宅等の狭小空間、橋梁、共
同溝など

クラック幅自動判定機能搭載



水環境：目視・手動点検が困難な設備の状態監視技術の検討（1）

• 加湿器用スプレーノズル閉塞状況の監視技術 
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原水タンク

P

FI

FI

PI

PI

流量計
圧力計 スプレーノズル

スプレーノズル1

スプレーノズル2

実験フロー

 スプレーノズル1: 定期的に洗浄
 スプレーノズル2: 洗浄無し

スプレーノズル閉塞状況を
流量、圧力の変化から評価できるか？



水環境：目視・手動点検が困難な設備の状態監視技術の検討（2）

• 排水管汚染・閉塞状況監視技術 
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清掃：作業管理・報告書作成におけるデジタル技術の例
商品名 会社名 機能・特徴

1 ボイスシステム BOISシステム (株)ボイス 清掃作業全体のPDCA確認
2 CAMPシステム CAMP System　Carpet cleaning (株)ホスト カーペット清掃方法の効率化
3 ダストボックス可視化システム TERAS BOX -テラスボックス‐ (株)テラモト 使用状況把握とデータ収集
4 大便器トイレの使用状況 コンドル スマートトイレ管理システム 山崎産業(株) 使用状況把握とデータ収集
5 スマートトイレ管理システム コンドル スマートトイレ管理システム 山崎産業(株) 使用状況把握とデータ収集
6 大便器トイレの使用状況 TERAS PLACE-テラスプレイス- (株)テラモト 使用状況把握とデータ収集
7 消耗品可視化システム TERASTOCK -テラストック‐ (株)テラモト トイレットペーパーの使用状況
8 手洗い用洗剤の使用状況 TERASTOCK -テラストック‐ (株)テラモト 使用状況把握とデータ収集

9 作業を可視化、作業を効率化する屋内GPS DX メンテナンス (株)テラモト 清掃作業全体のPDCA確認、使用状況把握とデータ収集
10 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム 営業活動管理アプリ「cyzen（サイゼン）」 レッドフォックス(株) スマートフォンで簡単に使える
11 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム 建物管理・スケジュール管理ソフト｢Planner EX｣ 石田データサービス(株) スケジュール管理
12 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム Smart Attack®オンプレミス (株)G-SMART
13 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム Smart Attack®クラウド 建物管理クラウドサービス
14 クラウド型オフィスロボット清掃サービス ロボ★メン テルウェル西日本(株) ロボット清掃の自動化
15 ビル保守点検のDX・働き方改革（WOSS) WOSS (株)Y=ZEN
16 点検・清掃業務の勤怠管理・作業報告作成システム クリーンマネージャー アイデン(株)
17 客室清掃効率化アプリ DAYナビ (株)コンフォール 客室表示管理
18 設備管理業務向け保守管理システム E-Works (株)東計電算 請求書管理
19 設備点検・報告書作成システム KARUTE WEB (株)東計電算
20 スケジュール管理クラウド おたスケ Palntnote(株) スケジュール管理
21 現場作業管理サービス 社会・公共ソリューション「CYDEEN」 (株)日立システムズ 作業内容の標準化
22 ビル管理業務支援アプリ DK-CONNECT BM ダイキン工業(株)
23 ビルの物件・スケジュール管理システム Webアプリ『スマリブ』 (株)カンキョウ スケジュール管理
24 着信履歴で出退勤管理 ワンコール勤怠 (株)アットデル スケジュール管理

25 スマホ報告書 123Reporter クリーンシステム科学研究所

26 確認証入室管理（セキュリティシステム） AI顔認証ソリューション『AiFa』(アイファ) (株)東計電算 検温、マスク認証

報告書作成ツール

その他

清掃状況管理報告者作成ツール

作業管理ツール
システム概要



清掃：主な清掃ロボットの平均性能

              稼働時間    清掃効率   充電時間 
  小型清掃ロボット       3.6ｈ     179 ㎡/ｈ    3.3ｈ 
  中型清掃ロボット（吸塵）   4ｈ      639 ㎡/ｈ    3.8ｈ 
          （洗浄）   6.8ｈ     716 ㎡/ｈ     3.5ｈ 
  大型清掃ロボット（吸塵）   6.4ｈ     2002 ㎡/ｈ    2.5ｈ 
          （洗浄）   3.8ｈ     1654 ㎡/ｈ    3.8ｈ 
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清掃：デジタル技術を活用した清掃点検報告書の作成に係る検証

（出典）株式会社クリーンシステム科学研究所HP https://123reporter.bc-ol.com/

作業報告書／点検報告書かんたん
作成アプリ123Reporter



清掃：デジタル技術を活用したトイレ清掃の効率化に係る検証

（出典）株式会社テラモトHP http://t-teras.jp/service/teras_place/

TERAS PLACE-テラスプレイス-

トイレ個室の時間別使用回数

トイレ個室（女子）の曜日別使用人数



清掃：デジタル技術の利用状況

• 清掃のクオリティUP。
• 性能が良いロボットはミスも少ないので、人力

をかける事が少なくなった。
• 数年前だったので良いアピールにもなっていた。

出来ることは限定的だが、現場の特性とマッチ
すれば素晴らしいパフォーマンスでコスト削減
に繋げられる。

• 多少の効率化が図れた。
• 作業負担が軽減された。
• 一部であるが、作業負担が軽減された。
• 自動洗浄機等の購入費やメンテナンス代の軽減
• 作業の効率化。
• 状況により夜間など使用できる。
• 作業のパフォーマンスが図れる。

勤怠管理システム 19
特にない 11
報告書作成システム 5
作業スケジュール管理システム 5
可視化システム（ゴミ箱、消耗
品、トイレ利用状況など） 3
その他 1

清掃ロボットの導入状況（N＝34）

業務効率化に向け導入しているシステム（N＝34）

清掃ロボットの導入により効果



ねずみ等：デジタル技術の例



ねずみ等：デジタル技術の例



ねずみ等：デジタル技術の例



ねずみ等：デジタル技術の例



ねずみ等：デジタル化の現状



No 商品名 商品ジャンル 対象害虫 何が出来るのか 主な使用場所 使用頻度 使用割合
特定建築物で使用

使用割合
特定建築物以外で使用

1 工業用内視鏡  VFIBER 工業用デジタル内視鏡 ネズミ、ゴキブリ、
ハエ

生息調査 壁内、天井裏、配管 初回調査、難防除時 8.9% 18.8%
2 フリアーC5 熱感知（サーマル）カメラ ネズミ、ゴキブリ、

ハエ
生息調査 壁面、配管 初回調査、難防除時 0.0% 9.8%

3 トロフィーカム 赤外線センサー式暗視
カメラ

ネズミ 生息調査 天井裏、生息の疑いがあ
る場所

初回調査、難防除時 13.4% 50.0%
4 ラットカウンター 赤外線センサー式カウン

ト器
ネズミ 生息調査 天井裏、生息の疑いがあ

る場所
初回調査、難防除時 2.7% 7.1%

5 ラットカウンタCX 赤外線センサー式カウン
ト器

ネズミ 生息調査、報告書 天井裏、生息の疑いがあ
る場所

初回調査、難防除時 0.0% 2.7%
6 チュークリンチェッカー 振動センサー ネズミ 生息調査、報告書 天井裏、生息の疑いがあ

る場所
常時設置 0.9% 1.8%

7 J-ラインLight CX センサー付き捕獲器 ネズミ 生息調査、物理的防
除、報告書

天井裏、生息の疑いがあ
る場所

壁面、配管 0.0% 0.0%
8 PestVision R型 赤外線センサー式暗視

カメラ
ネズミ 生息調査（遠隔監視） 天井裏、生息の疑いがあ

る場所
初回調査、難防除時 0.0% 2.7%

9 Pescle（カメラタイプ） 赤外線センサー式暗視
カメラ

ネズミ 生息調査（遠隔監視） 天井裏、生息の疑いがあ
る場所

初回調査、難防除時 0.9% 11.6%
10 Pescle（サーマルタイプ） 熱感知センサー式カメラ ネズミ 生息調査（遠隔監視） 天井裏、生息の疑いがあ

る場所
常時設置 0.0% 0.0%

11 ハイクカム 赤外線センサー式暗視
カメラ

ネズミ 生息調査（遠隔監視） 天井裏、生息の疑いがあ
る場所

初回調査、難防除時 2.7% 10.7%
12 CXローチカメラ 調査トラップ自動撮影

装置
ゴキブリ 生息調査、物理的防

除、報告書
什器下など床面 常時設置 2.7% 4.5%

13 オプトカウンタCX 捕虫器 ハエ 生息調査、物理的防
除、報告書

扉付近の壁面、天井 常時設置 2.7% 4.5%
14 PestVision FC型 捕虫器 ハエ 生息調査、物理的防

除、報告書
扉付近の壁面 常時設置 0.9% 2.7%

15 PestVision S型 AI同定＆カウント ハエ 生息調査、報告書 害虫駆除会社の社内 捕虫紙交換時（月1回） 0.9% 3.6%
16 AI同定システムレイミー AI同定＆カウント ハエ 生息調査、報告書 捕虫器設置場所付近 捕虫紙交換時（月1回） 0.0% 6.3%
17 蚊に効くカトリス プロ用 殺虫器 ハエ、蚊 化学的防除 出入り口付近、前室 常時設置or発生多い時

期（4～10月）
5.4% 11.6%

18 With6、with18 殺虫器 ゴキブリ 化学的防除 出入り口付近、生息の多
い場所

常時設置 0.9% 5.4%

厚生労働科学研究「デジタル技術を活用した建築物環境衛生管理基準の達成等に向けた検証研究」

ねずみ等：PCO事業所におけるデジタル機器の使用割合



ねずみ等：赤外線センサー式暗視カメラに対するねずみの行動



目視・点検技術の可視化

Tobii Pro Glass 3
https://www.tobii.com/ja/products/eye-
trackers/wearables/tobii-pro-glasses-3







デジタル化への期待と課題
• デジタル化への期待

• コストの削減
• 人材不足への対応
• 高齢化・外国人人材への対応
• 技術の標準化
• 技術の伝承
• DX：新たな価値や事業の創造

• デジタル化の課題
• 環境整備や運営等のコストの負担
• 事業所ごとの独自性やノウハウ・知識の蓄積
• 対象種、作業内容別の技術開発
• デジタル人材の不足
• 対象種の学習能力への対応



特定建築物の調査項目別不適率

令和6年度の衛生行政報告例より作成



まとめ
• 環境衛生管理へのデジタル技術の適用について、空気環境、ねずみ・衛生害虫防除、清掃、水管理

の各分野における現状と課題を整理した。空気環境の連続測定以外では、導入コストや適切なデジ
タル機器が市場にないなど課題が多く普及が進んでいない。

• 普及が広がらない理由
• 活用できる市販品がほとんどない。

• ねずみ・衛生害虫防除分野では、対象とする害虫の種が多様であることや、点検調査により発生・生息が確認された場合は、
その駆除・防除作業やその効果の確認作業などが必然的に伴われるため、一連の工程に対応できることが必要。

• 清掃分野においては、清掃ロボットが導入されつつあるが、清掃の実施状況の確認や点検作業に関するデジタル機器につい
ては情報が限られている。

• 導入や維持管理コストが大きい。
• ねずみ・衛生害虫防除分野では、多様な種に対応でき、調査から駆除・防除、報告までマルチに対応できる機器の開発は困

難。現状では対象種ごと、工程ごとに必要な機器を導入することになる。
• 清掃分野では、導入・維持管理に要するコストを誰が負担するのか（清掃事業者か委託元のビル管理者か等）によって状況

が変わる。現状ではデジタル化で「人の手」が全く不要になるわけではなく、清掃作業面積により費用対効果が大きく異な
ることが予測されることから、デジタル技術の導入に対するインセンティブが働いていない。

• デジタル技術の導入以前の課題
• 目視点検については、点検箇所や点検・評価のポイントなどが基準等に明示されていないため、自社や協会等の

独自基準で実施されており標準化が図れていない。
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